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財
政
報
告
並
び
に
会
計
監
査

報
告
は
、
満
場
の
拍
手
で
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

▪
夜
勤
体
制
、増
員

大
船
渡
支
部

　

９
回
夜
勤
は
、
昨
年
度
分

の
65
回
程
度
が
返
さ
れ
て
い
な

い
。
今
年
度
は
10
回
夜
勤
も
発

生
し
、
近
隣
病
院
な
ど
か
ら
の

応
援
、
病
棟
工
事
に
よ
る
一
部

病
棟
閉
鎖
な
ど
で
、
な
ん
と
か

10
回
を
押
さ
え
て
い
る
。
離
職

が
多
い
こ
と
が
原
因
の
１
つ
だ
。

二
戸
支
部

　

県
立
病
院
で
一
番
９
回
夜
勤

の
数
が
多
い
。
４
、５
月
の
新

採
用
者
の
夜
勤
で
き
な
い
期
間

に
、
ど
う
し
て
も
発
生
す
る
。

部
分
休
業
の
ス
タ
ッ
フ
に
も
夜

勤
の
協
力
を
も
ら
い
、
６
月
に

は
９
回
に
な
っ
た
分
を
返
し
終

わ
っ
た
。

釜
石
支
部

　

育
児
中
の
ス
タ
ッ
フ
に
も
月

７
、８
回
の
夜
勤
を
さ
せ
て
い

る
。
そ
れ
で
も
９
回
夜
勤
が
返

さ
れ
て
い
な
い
。
助
産
師
は
８

回
夜
勤
に
加
え
、
月
２
回
の
待

機
が
つ
い
て
い
る
。
待
機
で
呼

ば
れ
て
も
、
翌
日
は
朝
か
ら
普

通
の
勤
務
だ
。
早
急
な
改
善
が

必
要
だ
。

中
部
支
部

　

９
回
夜
勤
を
翌
月
以
降
に
返

さ
な
く
て
も
い
い
と
い
う
病
院

が
あ
る
よ
う
だ
。こ
れ
ま
で
は
、

９
回
に
な
る
時
に
は
病
院
か
ら

支
部
長
に
報
告
さ
れ
て
い
た
。

８
回
を
守
ら
せ
る
よ
う
、
９
回

に
な
っ
た
ら
翌
月
に
返
す
よ
う

に
運
動
す
べ
き
だ
。　

南
光
支
部

　

４
〜
６
月
に
９
回
夜
勤
が
22

回
あ
り
、
６
件
が
返
さ
れ
て
い

な
い
。
31
日
の
月
は
９
回
夜
勤

が
発
生
す
る
状
況
も
あ
る
。
心

身
の
ゆ
と
り
が
必
要
で
あ
り
、

増
員
が
必
要
だ
。
職
場
の
改
善

を
め
ざ
し
、
が
ん
ば
っ
て
い
こ

う
。

遠
野
支
部

　

今
年
度
、
３
つ
の
病
棟
を
２

つ
に
す
る
計
画
が
あ
る
。
勤
務

表
作
成
時
に
は
９
回
夜
勤
は
な

い
が
、
病
休
な
ど
が
あ
る
と
発

生
す
る
。
補
助
者
が
４
人
辞
め
、

夜
勤
対
応
が
で
き
な
く
な
っ
た
。

調
理
業
務
委
託
が
さ
れ
、
当
初

は
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
っ
た
が
、
今

は
大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
は
な
い
。

久
慈
支
部

　

夜
勤
専
従
者
に
助
け
ら
れ
て

い
る
が
、
そ
れ
で
も
９
回
夜
勤

が
発
生
し
て
い
る
。
病
休
、
メ

ン
タ
ル
不
全
も
い
る
。
組
合
事

務
室
が
機
能
し
て
い
な
い
。
支

＝ 県医労第73回定期大会 ＝
第
１
号
議
案

２
０
１
６
年
度
財
政
報
告

な
ら
び
に
会
計
監
査
報
告

10回夜勤、助勤、違法当直、パワハラなど

職場改善には増員必要
　

県
医
労
第
73
回
定
期
大
会
は
、
６
月
23
〜
24
日
、

花
巻
市
「
ホ
テ
ル
志
戸
平
」
で
開
催
さ
れ
、
18
支

部
１
０
９
人
の
代
議
員
・
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
が
出
席
し

ま
し
た
。
第
２
号
議
案
の
運
動
方
針
に
つ
い
て
、
９

回
夜
勤
や
夜
勤
免
除
者
へ
の
夜
勤
の
強
要
、
外
来
で

も
応
援
業
務
の
日
常
化
、
当
直
明
け
の
休
み
の
病

院
間
の
格
差
の
拡
大
、
大
幅
増
員
の
重
要
性
な
ど

が
補
強
さ
れ
、
満
場
一
致
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

第
２
号
議
案

○○代議員（南光支部）
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部
役
員
体
制
も
崩
れ
て
い
る
。

早
急
の
改
善
が
必
要
だ
。
８
月

の
日
本
母
親
大
会
は
男
性
を
含

め
た
協
力
で
成
功
さ
せ
よ
う
。

二
戸
支
部

　

医
師
に
よ
る
パ
ワ
ハ
ラ
が
続

い
て
い
る
。
衛
生
委
員
会
で
も

報
告
し
た
。「
馬
鹿
か
！
」
と

い
う
暴
言
を
吐
い
て
い
る
。
超

過
勤
務
と
９
回
夜
勤
の
発
生
で

疲
れ
き
っ
て
い
る
。

▪
12
時
間
夜
勤
問
題

高
田
支
部

　

12
時
間
夜
勤
の
再
試
行
が
提

案
さ
れ
、
分
会
会
議
を
開
催
し

た
。
12
時
間
の
ロ
ン
グ
日
勤
で

休
憩
時
間
が
取
れ
な
か
っ
た
。

夜
勤
よ
り
も
大
変
だ
っ
た
な
ど

問
題
が
報
告
さ
れ
、
支
部
と
し

て
申
し
入
れ
書
を
提
出
し
た
。

千
厩
支
部

　

４
月
に
配
置
予
定
の
１
人
が

来
ず
、
欠
員
状
態
が
続
い
て
い

る
。超
過
勤
務
は
書
け
て
い
る
。

12
時
間
勤
務
試
行
の
動
き
が
あ

る
。
Ｐ
Ｎ
Ｓ
も
し
て
る
の
で
、

不
安
も
あ
る
。
ま
だ
具
体
化
さ

れ
て
い
な
い
が
、
全
員
一
律
の

実
施
を
狙
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

二
戸
支
部

　

12
時
間
夜
勤
が
増
え
る
こ
と

に
危
機
感
が
あ
る
。
正
循
環
勤

務
を
体
験
し
、体
が
楽
だ
っ
た
。

気
分
的
に
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
る

時
間
が
増
え
た
。
50
歳
を
過
ぎ

て
か
ら
の
夜
勤
が
い
か
に
大
変

か
。
12
時
間
夜
勤
は
ゼ
ッ
タ
イ

反
対
だ
。

▪
臨
時
、パ
ー
ト
、外
来

釜
石
支
部

　

外
来
は
師
長
を
含
め
40
人

だ
。
ブ
ロ
ッ
ク
毎
に
リ
ー
ダ
ー

が
い
る
が
、
助
勤
が
当
た
り
前

の
よ
う
に
続
き
、
１
日
で
４
、

５
カ
所
を
掛
け
持
ち
す
る
こ
と

も
あ
る
。
19
人
で
一
夜
二
勤
務

を
回
し
て
い
る
が
、
人
手
不
足

で
休
憩
が
取
れ
ず
、
年
次
取
得

も
厳
し
い
。
大
槌
病
院
か
ら
応

援
を
も
ら
っ
て
い
る
状
況
で
、

増
員
が
必
要
だ
。

大
船
渡
支
部

　

臨
時
、
パ
ー
ト
を
含
め
調
理

業
務
を
し
て
い
る
が
、
恒
常
的

に
人
が
足
り
な
い
。
パ
ー
ト
を

募
集
し
て
い
る
が
、
再
任
用
の

方
に
引
き
続
き
お
願
い
し
て
い

る
状
況
だ
。
大
元
に
調
理
師
の

退
職
不
補
充
が
あ
り
、
早
急
に

募
集
、
採
用
を
再
開
す
べ
く
要

求
し
て
い
こ
う
。

東
和
支
部

　

定
期
大
会
が
開
催
で
き
て
い

な
い
。
病
棟
の
病
休
者
の
対
応

で
、
外
来
ス
タ
ッ
フ
が
行
く
こ

と
も
あ
り
、
機
能
評
価
の
準
備

な
ど
で
も
超
過
勤
務
が
多
く
な

り
つ
つ
あ
る
。
二
交
代
制
は
、

子
ど
も
の
い
る
ス
タ
ッ
フ
か
ら

難
し
い
と
い
う
声
も
あ
り
、
実

施
さ
れ
て
は
い
な
い
。

千
厩
支
部

　

外
来
は
、
部
分
休
、
育
児
時

間
、
パ
ー
ト
職
等
が
多
い
。
診

療
科
が
増
え
る
一
方
で
業
務
の

複
雑
化
も
顕
著
だ
。透
析
、ザ
ー

ル
、外
来
で
応
援
業
務
が
あ
り
、

夜
勤
の
で
き
る
ス
タ
ッ
フ
が
９

回
夜
勤
対
応
も
あ
り
、
慢
性
的

に
人
手
不
足
だ
。

大
槌
支
部

　

病
棟
、
外
来
を
１
週
間
毎
に

ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
し
、
不
安
の
声

が
あ
る
。
リ
ハ
ビ
リ
ス
タ
ッ
フ

が
１
人
の
た
め
、
記
録
が
17
時

15
分
以
降
に
な
り
、
慢
性
的
な

超
過
勤
務
だ
。
増
員
が
必
要
だ
。

中
部
支
部

　

再
任
用
で
、
電
子
カ
ル
テ
に

翻
弄
さ
れ
な
が
ら
も
、
働
き
続

け
て
い
る
。
若
い
人
に
が
ん

ば
っ
て
も
ら
い
た
い
。
過
労
死

な
ん
て
出
し
た
く
な
い
。
大
変

な
激
務
の
中
で
の
組
合
活
動
だ

が
、
み
ん
な
で
が
ん
ば
っ
て
い

こ
う
。

▪
超
過
勤
務

宮
古
支
部

　

師
長
が
指
示
し
な
い
超
過
勤

務
は
認
め
な
い
と
い
う
部
署
が

あ
り
、
交
渉
で
正
し
く
な
い
こ

と
を
確
認
し
た
。
Ｐ
Ｎ
Ｓ
に
よ

り
、
新
人
の
指
導
で
先
輩
が
超

勤
と
い
う
状
況
が
見
ら
れ
る
。

ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
な
る
も
の
が
導
入

さ
れ
、
自
宅
で
も
時
間
の
あ
る

と
き
に
、
と
推
進
さ
れ
て
い
る
。

半
ば
強
制
で
問
題
が
あ
る
。
声

に
出
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
。

久
慈
支
部

　

私
が
命
令
し
な
い
の
に
ど
う

議長の○○代議員（二戸支部）と
○○代議員（千厩支部）

○○代議員（大槌支部）

○○代議員（二戸支部）
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体
制
も
確
立
予
定
だ
。
統
一
要

求
書
に
対
す
る
文
書
回
答
を
も

ら
っ
て
い
る
。
事
務
局
長
は
変

わ
っ
た
が
、
引
き
続
き
同
様
の

対
応
を
追
及
す
る
。

大
船
渡
支
部

　

調
理
師
不
足
で
、
早
番
の
時

間
を
早
く
す
る
な
ど
し
て
い

る
。
臨
時
職
員
等
の
退
職
が
あ

り
、
シ
フ
ト
を
組
む
の
が
難
し

く
な
っ
て
い
る
。
正
規
の
調
理

師
採
用
が
喫
緊
の
課
題
だ
。

磐
井
支
部

　

会
計
処
理
の
不
適
正
な
問
題

が
あ
り
、
組
合
員
及
び
他
支
部

に
も
不
安
を
与
え
、
お
詫
び

す
る
。
支
部
役
員
と
し
て
の

チ
ェ
ッ
ク
等
が
不
十
分
で
あ

り
、
今
後
の
教
訓
と
し
た
い
。

本
部
、
支
部
一
体
で
組
合
員
の

信
頼
回
復
を
目
指
す
。

▪
女
性
部
・
青
年
部

南
光
支
部

　

日
本
母
親
大
会
に
30
人
の
参

加
要
請
が
あ
る
。
支
部
か
ら
の

援
助
も
い
た
だ
き
、
若
い
参
加

者
も
組
織
し
て
行
き
た
い
。
外

来
は
パ
ー
ト
職
員
に
助
け
ら
れ

て
維
持
さ
れ
て
い
る
。
年
次
を

取
ら
な
い
こ
と
が
美
徳
の
よ
う

な
風
潮
が
あ
る
。
職
場
環
境
改

善
へ
、声
を
上
げ
て
い
き
た
い
。

中
央
支
部

　

岩
手
県
母
親
大
会
に
９
０
０

人
が
参
加
し
た
。
若
い
参
加
者

も
目
立
ち
、
20
代
で
初
参
加
の

人
も
い
た
。
８
月
は
29
年
ぶ
り

に
日
本
母
親
大
会
が
盛
岡
で
開

催
さ
れ
る
。
県
内
全
市
町
村
か

ら
の
参
加
を
目
指
し
て
い
る
。

県
医
労
の
各
支
部
か
ら
も
積
極

的
に
参
加
し
、成
功
さ
せ
よ
う
。

南
光
支
部

　

大
会
に
引
き
続
き
、
岩
手
医

労
連
青
年
部
の
プ
レ
ア
ク
ト
が

あ
る
。
８
月
に
は
全
国
ア
ク
ト

も
開
催
さ
れ
る
。
青
年
部
の
送

し
て
超
過
勤
務
を
書
く
の
か
、

と
い
う
師
長
が
い
る
。
２
時
間

以
上
を
書
く
と
、
看
護
事
務
室

に
呼
ば
れ
る
。
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ

バ
ラ
ン
ス
と
い
う
が
、
実
現
さ

れ
て
い
な
い
。

久
慈
支
部

　

年
次
の
希
望
が
、
勝
手
に
夏

季
休
暇
に
さ
れ
た
。
師
長
に
も

モ
ラ
ル
を
問
い
た
い
。
組
合
と

し
て
追
及
が
必
要
だ
。

一
戸
支
部

　

昨
年
１
つ
の
病
棟
が
閉
鎖
さ

れ
た
。
残
っ
た
部
署
に
人
を
配

置
す
る
よ
う
交
渉
し
、
夜
勤
体

制
の
引
き
上
げ
な
ど
を
実
現
し

た
。
日
本
医
労
連
の
マ
ニ
ュ
ア

ル
に
沿
っ
て
組
合
説
明
会
を
開

催
し
、
看
護
師
２
人
が
加
入
し

た
。
四
役
会
議
、
執
行
委
員
会

を
月
１
回
開
催
し
て
い
る
。

胆
沢
支
部

　

コ
メ
デ
ィ
カ
ル
の
宿
直
の
翌

日
の
対
応
が
、朝
帰
り
や
年
次
、

仮
眠
時
間
で
病
院
間
に
差
が
あ

る
。
輸
血
専
従
技
師
の
夜
勤
制

限
が
指
導
さ
れ
、
そ
の
分
の
対

応
も
必
要
に
な
っ
て
く
る
。
ミ

ス
を
出
さ
な
い
た
め
に
も
、
宿

直
体
制
の
改
善
が
急
務
だ
。

中
央
支
部

　

準
夜
、深
夜
の
始
業
時
間
を
、

就
業
規
則
ど
お
り
に
実
施
し
た

い
と
当
局
か
ら
再
三
言
わ
れ
、

事
務
局
長
交
渉
な
ど
を
し
、
ア

ン
ケ
ー
ト
も
実
施
し
た
。「
夜

勤
で
の
休
憩
が
取
れ
て
い
な

い
」
が
66
％
と
い
う
実
態
だ
。

団
交
を
申
し
入
れ
て
い
る
。

江
刺
支
部

　

か
つ
て
中
央
支
部
で
支
部
長

代
行
を
し
て
い
た
。
夜
勤
時
の

休
憩
に
つ
い
て
も
交
渉
し
、
休

め
な
か
っ
た
場
合
は
超
過
勤
務

を
請
求
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

胆
沢
支
部

　

内
視
鏡
な
ど
の
待
機
が
月
７
、

８
回
に
な
る
こ
と
も
あ
り
、
待

機
翌
日
の
職
専
免
は
、
人
手
不

足
の
た
め
与
え
ら
れ
な
い
可
能

性
が
高
い
。
病
棟
か
ら
の
応
援

も
あ
る
が
、病
棟
も
手
薄
に
な
っ

て
し
ま
う
。
週
休
日
前
の
待
機

の
職
専
免
も
検
討
が
必
要
だ
。

▪
そ
の
他

宮
古
支
部

　

人
事
考
課
が
入
っ
て
10
年
が

経
過
し
た
。
導
入
当
初
は
組
合

は
大
き
な
運
動
も
し
て
反
対
し

た
が
、
改
め
て
、
給
与
、
勤
勉

手
当
へ
の
査
定
の
問
題
点
を
確

認
し
、反
対
の
運
動
を
す
べ
き
だ
。

南
光
支
部

　

磐
井
支
部
と
合
同
で
議
案
説

明
会
を
実
施
し
た
。
早
朝
集
会

や
退
勤
時
間
調
査
な
ど
も
、
相

談
し
な
が
ら
共
催
し
て
い
る
。

支
部
定
期
大
会
に
向
け
て
役
員

○○代議員（宮古支部）

○○代議員（中央支部）

○○代議員（大船渡支部）
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役員名 定数 立候補者氏名 信任 不信任 白票
中央執行委員長 1 ○　○　○○○ 79 1 1

副中央執行委員長 2
○　○　○　○ 80 0 1
○　○　○　○ 80 0 1

書　　記　　長 1 ○　○　○　○ 80 0 1
書　記　次　長 1 ○　○　○　○ 78 2 1

中 央 執 行 委 員 11

○　　　○　○ 80 0 1
○　○　○　○ 80 0 1
○○○　○　○ 80 0 1
○　○　　　○ 79 1 1
○○○　　　○ 80 0 1
○　○　○　○ 80 0 1
○　○　○　○ 80 0 1
○　○　○　○ 79 1 1
○　○　○　○ 80 0 1
○　○　○　○ 79 1 1
○　○　○　○ 80 0 1

会 計 監 査 委 員 3
○　○　○　○ 79 0 1
○○○　○　○ 80 0 1
○　○　○○○ 79 1 1

※会計監査委員の高田氏は無効票 1 あり

り
出
し
を
お
願
い
す
る
。

二
戸
支
部

　

本
部
青
年
部
は
７
月
29
、
30

日
に
大
会
を
開
催
す
る
。
大
会

が
成
立
す
る
よ
う
、
是
非
、
代

議
員
を
送
り
出
し
て
ほ
し
い
。

二
戸
支
部

　

青
年
部
の
歓
迎
会
を
し
た

が
、
新
採
用
者
が
１
人
、
超
勤

の
た
め
に
参
加
で
き
な
か
っ

た
。
９
回
夜
勤
も
発
生
し
て
い

る
。
日
勤
が
忙
し
す
ぎ
て
、
夜

勤
専
従
を
し
た
い
と
い
う
声
も

あ
る
。
引
き
続
き
青
年
部
で
行

事
を
開
催
し
、
話
し
を
聞
く
場

を
つ
く
っ
て
行
き
た
い
。

釜
石
支
部

　

青
年
部
も
協
力
し
て
組
合
説

明
会
を
開
催
し
、
17
人
中
９
人

が
そ
の
場
で
加
入
し
た
。
透
析

室
と
手
術
室
で
業
務
協
力
が
さ

れ
て
い
る
が
、
お
互
い
に
ス
ト

レ
ス
だ
。
教
え
る
余
裕
さ
え
な

い
。
増
員
が
必
要
だ
。

▪
総
括
答
弁

　

人
手
不
足
の
実
態
が
明
ら
か

に
な
っ
た
。
救
急
改
善
の
取
り

組
み
も
含
め
、
増
員
を
要
求
し

て
い
く
。
調
理
師
の
正
規
採
用

を
め
ざ
す
。組
合
員
を
増
や
し
、

組
織
を
強
化
し
、
み
ん
な
で
た

た
か
っ
て
い
こ
う
。

　

投
票
に
よ
り
賛
成
76
、
反
対

３
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

組
合
加
入
25
年
を
迎
え
た
13

支
部
71
人
に
、
永
年
表
彰
す
る

こ
と
を
拍
手
で
承
認
し
ま
し
た
。

記
念
品
は
秀
衡
塗
り
の
ワ
イ
ン

グ
ラ
ス
で
す
。
各
支
部
の
定
期

大
会
な
ど
の
場
で
贈
呈
し
ま
す
。

　

な
お
、
20
年
以
上
で
退
職
さ

れ
る
組
合
員
に
も
、
退
職
時
に

弔
慰
見
舞
規
定
の
改
正

第
３
号
議
案

永
年
組
合
員
の
表
彰

第
４
号
議
案

同
様
の
記
念
品
を
贈
り
ま
す
。

　

満
場
一
致
で
採
択
さ
れ
ま
し

た
。

　

今
年
度
の
本
部
役
員
、
統
制

委
員
、
犠
牲
者
救
済
委
員
は
、

別
表
の
と
お
り
で
す
。

　

○
○
○
○
氏
、
○
○
○
○
○

○
氏
を
満
場
の
拍
手
で
特
別
中

央
執
行
委
員
と
し
て
確
認
し
ま

し
た
。

■
中
央
執
行
委
員

　

○
○
○
○
○
（
中
央
支
部
）

　

○
○　

○
○
（
南
光
支
部
）

退
任
役
員
の
紹
介

選出区分 氏　　名 所属支部

北部地区 　○　○　○○○ 久　慈

中部地区 　○　○　○　○ 中　部

南部地区 ◎○　○　　　○ 南　光

三陸地区 　○　○　○　○ 宮　古

執　行　部 　○○○　　　○

2017年度統制委員

選出区分 氏　　名 所属支部

北部地区 　○　○　○　○ 二　戸

中部地区 ◎○○○　○　○ 江　刺

南部地区 　○　○　○　○ 千　厩

三陸地区 　○　○　○　○ 釜　石

執　行　部 　○　○　○　○

執　行　部 　○　　　○　○

2017年度犠牲者救済委員

※「◎」は委員長

※「◎」は委員長

2017年度本部役員選挙・信任投票結果 ２
０
１
７
年
度
財
政
方
針

第
５
号
議
案

２
０
１
７
年
度
役
員
及
び

各
種
委
員
の
選
出

第
６
号
議
案

２
０
１
７
年
度
特
別
執
行

委
員
の
決
定

第
７
号
議
案

青年部の物品販売
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女性部

働き続けたい！
  だから、声に出していこう！

日本母親大会を成功させよう

部
、
い
わ
て
労
連
女
性
部
か
ら

そ
れ
ぞ
れ
激
励
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

討
論
は
、
16
支
部
18
名
か
ら

発
言
が
あ
り
、
人
手
不
足
と
煩

雑
な
業
務
実
態
が
様
々
な
角
度

か
ら
浮
き
彫
り
に
な
り
ま
し

た
。
業
務
応
援
が
日
常
化
し
て

い
る
、
９
回
夜
勤
が
頻
発
し
返

せ
な
い
、
12
時
間
二
交
代
を
進

め
よ
う
と
す
る
動
き
、
超
過
勤

務
記
載
に
対
す
る
パ
ワ
ハ
ラ
な

ど
報
告
さ
れ
、
一
方
で
日
本
母

親
大
会
成
功
に
向
け
た
支
部
で

の
取
り
組
み
や
平
和
の
取
り
組

み
、
女
性
部
な
ら
で
は
の
楽
し

い
支
部
活
動
が
報
告
さ
れ
ま
し

た
。
総
括
答
弁
で
は
、「
働
き

続
け
ら
れ
る
労
働
環
境
め
ざ
し

て
『
正
循
環
』
夜
勤
を
広
げ
て

い
こ
う
。『
正
循
環
』
夜
勤
は

当
局
も
反
対
し
て
お
ら
ず
、
師

長
に
も
伝
え
て
い
く
こ
と
が
大

事
。
日
本
母
親
大
会
成
功
の
た

め
に
県
医
労
女
性
部
予
算
か
ら

の
１
人
１
日
２
０
０
０
円
の
補

助
を
活
用
し
て
欲
し
い
。
職
場

の
実
態
は
声
に
出
さ
な
い
と
わ

か
ら
な
い
。
声
に
出
し
て
ま
わ

り
を
巻
き
込
ん
で
い
こ
う
」
と

確
認
し
ま
し
た
。

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—

【
発
言
よ
り
】

○
「
病
棟
の
超
勤
を
な
る
べ
く

無
く
そ
う
」
と
、
外
来
か
ら

必
ず
２
人
が
点
滴
チ
ェ
ッ
ク

に
あ
が
っ
て
い
る
。
何
と
か

や
り
く
り
し
て
い
る
。　
　

○
病
休
者
が
で
る
と
当
た
り
前

の
よ
う
に
９
回
夜
勤
に
な

る
。「
新
人
は
あ
た
た
か
い

目
で
見
守
っ
て
！
」
と
言
い

な
が
ら
５
月
か
ら
夜
勤
が

　

記
念
す
べ
き
60
回
を
迎
え
た

女
性
部
定
期
大
会
は
、
九
州
・

福
岡
、
大
分
で
の
豪
雨
災
害
か

ら
２
日
後
、
自
民
党
が
歴
史
的

大
敗
を
喫
し
た
東
京
都
議
選
か

ら
５
日
後
の
開
催
で
し
た
。
来

賓
と
し
て
岩
手
県
母
親
大
会
連

絡
会
会
長
の
鈴
木
ま
き
子
さ
ん

が
出
席
し
、
第
63
回
岩
手
県
母

親
大
会
成
功
の
報
告
と
お
礼
、

29
年
ぶ
り
に
岩
手
で
開
催
さ
れ

る
日
本
母
親
大
会（
８
月
19
〜

20
日
開
催
）の
成
功
の
た
め
に

県
医
労
参
加
目
標
６
０
０
人
達

成
の
呼
び
か
け
が
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
岩
手
医
労
連
女
性

　県医労女性部第60回定期大会は、
７月７日から８日の二日間、盛岡市
つなぎ「ホテル紫苑」を会場に、17
支部・本部75名が参加して開催され
ました。三役は、前年度に引き続き
女性部長に○○○○さん（久慈）、副
部長に○○○○さん（二戸）、書記長
に○○○○○さん（宮古）、新女性部
委員に中央支部の○○○○○さん、
南光支部の○○○○さん、遠野支部
の○○○○さんが選出されました。

女 性 部
第 60 回
定期大会
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　この１年間、女性部の機関紙を発行した４
支部に、記念品と賞状が手渡されました。
　機関紙の発行が組織強化に大きな役割を果
たしています。表彰されたのは次の支部です。

 ◦中央支部 「ひろば」 ◦胆沢支部 「いさわ」 
 ◦南光支部 「はこべ」 ◦宮古支部 「やまびこ」 

女性部

手・足・頭をフル回転！
音楽療法を楽しく体験

機関紙の表彰

本部女性部役員
部　長　　○　○　○　○（久　慈）

副部長　　○　○　○　○（二　戸）

書記長　　○　○　○○○（宮　古）

委　員　　○　○　○　○（大船渡）

　　　　　○　○　○○○（中　央）

　　　　　○　○　○　○（宮　古）

　　　　　○　○　○　○（中　央）

　　　　　○　○　○○○（胆　沢）

　　　　　○　○　○　○（磐　井）

　　　　　○　○　○　○（南　光）

　　　　　○　○　○　○（遠　野）

2017年度 入
っ
て
い
る
。
ワ
ー
ク
ラ
イ

フ
バ
ラ
ン
ス
と
称
し
て
「
夜

勤
専
従
」
が
勧
め
ら
れ
て
い

る
が
、「
正
循
環
は
楽
」
と

い
う
声
が
あ
る
の
に
当
局
は

広
め
よ
う
と
し
な
い
。

○
年
度
初
め
か
ら
近
隣
病
院
の

応
援
を
も
ら
い
ス
タ
ー
ト
。

誰
が
病
気
に
な
っ
て
も
お
か

し
く
な
い
。
病
院
当
局
か
ら

一
方
的
に「
12
時
間
二
交
代
」

の
話
が
で
て
い
る
。

○
時
間
外
を
書
い
た
人
を
朝
一

番
か
ら
責
め
る
師
長
が
あ

り
、
現
状
の
確
認
と
対
策
を

支
部
執
行
委
員
会
で
話
し

あ
っ
た
。
日
勤
が
あ
ま
り
に

も
過
酷
で
、
帰
れ
る
目
途
が

た
た
な
い
。
だ
か
ら
日
勤
は

予
定
を
入
れ
ら
れ
な
い
。

○
16
時
30
分
以
降
の
入
院
多

く
、
超
勤
が
多
い
。
夜
勤
は

２
―
２
体
制
な
の
に
、
12
時

間
二
交
代
や
っ
た
ら
死
ん
で

し
ま
い
そ
う
だ
。「
正
循
環
」

や
っ
て
い
る
が
、
以
前
よ
り

も
睡
眠
時
間
が
増
え
た
。
準

夜
２
日
目
は
午
後
に
出
て
い

く
ス
ト
レ
ス
が
な
い
の
で
、

正
循
環
を
勧
め
た
い
。

　２日目の記念講演は「心と身体と暮らしの
ための音楽療法」と題して音楽療法士の智田
邦徳さんが、音楽の機能と音楽療法とは何か
を話された後、認知症予防につながる頭と身
体を使った実践を音楽とともに繰り広げにぎ
やかな時間を過ごしました。
　参加者からは、「手・足・頭をフル回転させ、

笑って動いて楽し
かった」「リフレッ
シュ出来た」「『音
楽療法』に興味を
持った」など好評
でした。

大会参加者もフラダンスに参入！

　

夕
食
交
流
会
は
、
今
年
も
フ

ラ
ダ
ン
ス
で
始
ま
り
、
飛
び
入

り
参
加
も
あ
り
ま
し
た
。

　

期
待
の
女
性
部
役
員（
一
部
ゲ

ス
ト
あ
り
）に
よ
る
寸
劇
は
、
題

し
て
「
ブ
ル
ゾ
ン
ち
え
師
長
と

魔
法
の
回
復
期
リ
ハ
病
棟
」。他
、

ビ
ン
ゴ
や
60
回
記
念
メ
ニ
ュ
ー

な
ど
、
食
べ
て
・
笑
っ
て
・
し
ゃ

べ
っ
て
盛
り
あ
が
り
ま
し
た
。

「だれ？」ブルゾンちえ師長に
子どもたちがかぶりつき

食
べ
て
　

飲
ん
で

　
笑
って
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ホ
テ
ル
丸
森
に
集
合
し
、
ホ
テ

ル
か
ら
バ
ス
に
乗
っ
て
屋
形
船

へ
移
動
。
バ
ス
の
中
で
は
医
労

連
青
年
部
が
作
成
し
た
ア
ク
ト

紹
介
ム
ー
ビ
ー
を
み
な
が
ら
全

国
ア
ク
ト
経
験
者
の
体
験
談
を

聞
き
、
全
国
ア
ク
ト
や
来

年
度
開
催
さ
れ
る
み
ち
の

く
ア
ク
ト
in
岩
手
に
向
け

て
学
習
会
を
し
ま
し
た
。

夕
食
交
流
会
で
は
定
員

60
名
の
屋
形
船
を
貸
切

り
、
大
船
渡
産
の
海
産

物
を
使
っ
た
料
理
を

味
わ
い
な
が
ら
大
船
渡

湾
を
遊
覧
。
船
か
ら
の

景
色
を
写
真
に
お
さ
め

た
り
、
ゲ
ー
ム
で
楽
し
く

交
流
し
、
屋
形
船
を
満
喫

し
ま
し
た
。
ホ
テ
ル
へ
戻
っ
た

後
の
二
次
会
は
職
場
や
組
合
活

動
、
趣
味
の
話
題
で
盛
り
上
が

り
、
夜
更
け
ま
で
続
き
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、
東
日
本
大
震
災

の
津
波
の
教
訓
を
伝
承
す
る
た

め
に
建
て
ら
れ
た
大
船
渡
津
波

伝
承
館
へ
向
か
い
ま
し
た
。
展

 

６
月
24
日
〜
25
日
、
岩
手
医

労
連
青
年
部
プ
レ
ア
ク
ト
い
わ

て
in
大
船
渡
が
開
催
さ
れ
、
県

医
労
５
名
を
含
む
、
17
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

宿
泊
先
の
オ
ー
シ
ャ
ン
ビ
ュ
ー

屋形船「潮騒」の前で

示
し
て
い
る
資
料
や
ス

タ
ッ
フ
の
方
の
お
話
か

ら
自
然
の
恐
ろ
し
さ
、

人
間
の
強
さ
、
自
然
の

恵
み
に
つ
い
て
学
び
、

震
災
を
わ
す
れ
な
い
た

め
に
、
学
ん
だ
こ
と
を

未
来
に
伝
え
て
い
く
必

要
性
を
感
じ
ま
し
た
。

見
学
後
は
碁
石
海
岸
を

散
策
。
霧
で
景
色
は
良

く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
荒
々
し
い
波
と
迫

力
の
あ
る
岩
に
圧
倒
さ

れ
、
自
然
の
厳
し
さ
と

美
し
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

最
後
に
、
８
月
25
日（
金
）

〜
27
日（
日
）の
３
日
間
、
愛
知

県
蒲
郡
市
の
三
谷
温
泉
を
会
場

に
開
催
さ
れ
る
第
19
回
日
本
医

労
連
全
国
青
年
交
流
集
会
ア
ク

ト
イ
ン
サ
マ
ー
in
愛
知
へ
の
参

加
の
呼
び
か
け
が
さ
れ
、
解
散

と
な
り
ま
し
た
。
県
医
労
か
ら

も
多
く
の
青
年
を
愛
知
に
送
り

出
し
ま
し
ょ
う
。　

Ｙ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｔ
Ａ
Ｂ
Ｕ
Ｎ
Ｅ
in
大
船
渡

次
の
舞
台
は
全
国
ア
ク
ト
！

碁石海岸展望台で記念撮影！

参加した県医労青年部の5人♪

大船渡ご当地キャラ
「おおふなトン」

愛知に
行こう！！
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オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
、
盛
岡
を

中
心
に
活
躍
し
て
い
る
バ
ン
ド

「
フ
ァ
ニ
ー
フ
ェ
イ
ス
」
の
皆

さ
ん
の
演
奏
に
心
癒
や
さ
れ
る

時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

記
念
講
演
は
、「
患
者
さ
ん

の
人
権
、
私
達
の
人
権
〜
人
権

感
覚
を
み
が
こ
う
」
と
題
し
て
、

岡
山
学
習
協
の
長
久
啓
太
さ
ん

が
行
い
ま
し
た
。「
人
権
と
は
、

何
か
？
」
人
権
を
歴
史
的
に
侵

害
し
て
き
た
の
は
、
国
家
。
そ

の
た
め
、
日
本
国
憲
法
が
国
家

に
対
し
て
縛
り
を
か
け
て
い
る

こ
と
な
ど
を
説
明
し
、「
私
達

は
こ
の
医
療
研
の
テ
ー
マ
で
あ

る
『
尊
厳
』
を
守
る
た
め
に
生

活
や
働
き
方
の
質
を
問
い
か

け
、
人
権
感
覚
を
み
が
き
続
け

て
い
く
こ
と
が
必
要
」
と
述
べ

ま
し
た
。「
民
主
主
義
の
危
機

だ
か
ら
こ
そ
、『
わ
た
し
』
に

は
現
実
を
変
え
る
力
が
あ
り
、

『
わ
た
し
達
』
に
は
社
会
を
変

え
る
力
が
あ
る
」
と
い
う
力
強

い
エ
ー
ル
を
も
ら
い
ま
し
た
。

　

集
会
は
二
日
間
に
わ
た
っ

て
、
看
護
・
精
神
・
介
護
・
保

育
の
４
つ
の
分
科
会
と
基
礎
講

座
に
わ
か
れ
て
行
わ
れ
ま
し

た
。
ど
の
分
科
会
も
好
評
に
終

わ
り
ま
し
た
。

　

岩
手
県
医
療
研
究
集
会
が
、

７
月
８
日（
土
）
〜
９
日（
日
）

に
、
花
巻
市
「
ホ
テ
ル
志
戸

平
」
で
「
い
の
ち
の
尊
厳
守
ろ

う
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
県
医
労
か
ら
10
支
部
・

本
部
28
名
、
全
体
で
１
５
０
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

オープニングを飾った「ファニーフェイス」の演奏

講師の長久啓太さん

長時間リスクと正循環について
　集会の二日目、看護・精神合同分科会では、
公益財団法人大原記念労働科学研究所の佐々木
司さんが「長時間夜勤のリスクと正循環」につ
いて講演しました。県医労から９支部・本部
13名、全体で36名が参加しました。
　講演ではシステム（勤務制度）改善よりジョブ

（やる事・やらない事を決める）改善が必要だと
話し、「過剰看護」をしていませんか？との問
いかけも。そして、８時間を超える長時間シフ
トが患者の安全と、看護師の健康に及ぼす影響
などをデータで説明しました。その中で、「12
時間夜勤は、時には看護師や看護管理者に好ま
れるが、睡眠、覚醒、安全、健康の点で問題」
と指摘。ひとたび事故になると犠牲になるのは

国民だ、と強調しました。
　また、ヒトの生体リズムは25時間であるこ
とから、時計回りの「正循環夜勤」が身体に優
しいシフトであると話されました。「12時間夜
勤・16時間夜勤は外国にはない。1950年代の
ノルウェーは12時間勤務だったが、現在は６
時間勤務の４交代制だ」と話し、外国は勤務時
間を短くする動きがある中で、日本は真逆の方
向に進んでいると指摘しました。　

わ
た
し
た
ち
に
は

  
社
会
を
変
え
る
力
が
あ
る

第
42
回
岩
手
県
医
療
研
究
集
会
開
催　



9

　

７
月
22
日
（
土
）
午
後
、
盛

岡
劇
場
に
お
い
て
「
も
う
や
め

さ
せ
よ
う
！
ア
ベ
暴
走
政
治
」

の
願
い
集
め
て
、
市
民
連
合
の

中
野
晃
一
さ
ん
講
演
会
が
開
催

さ
れ
、
全
県
か
ら
３
５
０
名
、

県
医
労
か
ら
４
支
部
・
本
部
11

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

主
催
者
あ
い
さ
つ
で
、
呼
び

か
け
人
の
一
人
、
加
藤
善
正
さ

ん
（
岩
手
県
生
活
協
同
組
合
連

合
会
顧
問
）
は
、「
ア
ベ
退
陣

だ
け
で
な
く
、
戦
争
法
や
共
謀

罪
を
廃
止
さ
せ
る
こ
と
が
本
当

の
た
た
か
い
」と
訴
え
ま
し
た
。

　
「
暴
走
す
る
安
倍
政
治
を
市

民
と
野
党
の
共
闘
で
止
め
る
」

と
題
し
た
講
演
で
中
野
氏
は
、

２
０
１
６
年
参
議
院
選
挙
の
野

党
統
一
候
補
が
32
の
一
人
区
全

て
で
擁
立
さ
れ
、
11
の
一
人
区

で
勝
利
し
た
こ
と
は
、
す
ご
い

こ
と
だ
っ
た
と
指
摘
。
そ
れ
を

後
押
し
し
た
の
は
、
新
し
い
市

民
運
動
の
広
が
り
だ
っ
た
と
激

励
し
ま
し
た
。
も
と
も
と
安
倍

政
権
の
絶
対
支
持
率
（
全
有
権

者
比
）
は
16
〜
18
％
で
し
か
な

く
高
く
な
い
こ
と
、
自
民
党
の

補
完
勢
力
で
し
か
な
い
改
憲
野

党
に
惑
わ
さ
れ
ず
、
分
断
攻
撃

に
負
け
な
い
こ
と
だ
と
話
し
、

私
た
ち
市
民
が
立
憲
野
党
に
働

き
か
け
、
身
近
な
人
に
投
票
を

呼
び
か
け
る
こ
と
が
大
事
だ
と

強
調
し
ま
し
た
。
ま
た
、
中
野

氏
は
政
治
に
対
し
て
は
中
立
で

あ
ろ
う
と
し
て
き
た
け
れ
ど

「
非
常
事
態
」
と
感
じ
、
こ
ん

な
デ
タ
ラ
メ
を
黙
っ
て
い
ら
れ

な
い
と
「
立
憲
デ
モ
ク
ラ
シ
ー

の
会
」を
立
ち
あ
げ
た
と
紹
介
。

こ
こ
ま
で
き
た
こ
と
自
体
、
奇

跡
的
な
こ
と
と
述
べ
ま
し
た
。

崖
っ
ぷ
ち
に
い
る
安
倍
政
権
は

一
層
凶
暴
に
、
な
り
ふ
り
構
わ

ず
荒
々
し
く
振
る
舞
っ
て
い
る

と
し
て
、
権
力
を
批
判
し
な
い

日
本
の
マ
ス
コ
ミ
の
状
況
の
も

と
で
、
真
実
が
見
え
に
く
く

な
っ
て
い
て
も
、
実
態
に
照
ら

し
て
み
れ
ば
す
ぐ
わ
か
る
こ
と

だ
と
指
摘
し
、「
市
民
の
力
は

す
ご
い
。
政
治
を
国
民
一
人
ひ

と
り
の
も
の
に
取
り
戻
し
て
い

こ
う
」
と
結
び
ま
し
た
。

市民の力で
政治を取り戻そう！

　7月19日　南光支部

7月20日　一戸支部

7月18日　釜石支部　

7月20日　二戸支部

支部定期大会

中野晃一さん
（上智大学教授）
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３
人
の
子
を
持
つ
母
で
す
。

育
休
を
取
り
、
働
き
続
け
る
こ

と
が
で
き
て
い
ま
す
。
子
の
急

病
等
で
や
む
を
得
ず
休
む
こ
と

も
あ
り
、
職
場
の
み
な
さ
ん
に

感
謝
し
て
い
ま
す
。
子
離
れ
し

た
ら
、
た
く
さ
ん
働
い
て
恩
返

し
し
ま
〜
す
。

釜
石
支
部
　
岩
手
県
産
黒
豚

　

　

　

働
く
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
上

が
る
よ
う
な
職
場
に
な
れ
ば
良

い
な
と
願
う
毎
日
。
県
医
労
新

聞
を
読
ん
で
い
て
、
他
の
支
部

で
働
く
み
な
さ
ん
も
過
酷
な
労

働
環
境
に
疲
れ
き
っ
て
い
る
の

が
伝
わ
り
ま
す
。

大
船
渡
支
部
　
コ
ロ
ち
ゃ
ん

　

　

　

浅
田
真
央
ち
ゃ
ん
、
感
動
を

あ
り
が
と
う
。
ア
イ
ス
シ
ョ
ー

行
き
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
応
援

し
続
け
ま
す
。磐

井
支
部
　
ベ
ガ

　

映
画
「
母
」
の

上
映
運
動
が
県
内

で
進
ん
で
い
ま

す
。
す
で
に
終

わ
っ
た
地
域
も
あ

り
ま
す
が
、
盛
岡

で
は
９
月
29
日

（
金
）
に
県
民
会

館
で
３
回
上
映
さ
れ
ま
す
。
賛

同
者
に
名
を
連
ね
、
試
写
会
に

行
っ
て
来
ま
し
た
。
一
番
の
関

心
は
、
主
演
の
寺
島
し
の
ぶ
さ

ん
▲ 

「
蟹
工
船
」
な
ど
で
知
ら

れ
る
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
作
家
・
小

林
多
喜
二
の
母
セ
キ
（
寺
島
し

の
ぶ
）
を
中
心
に
、
中
国
へ
の

侵
略
、
第
２
次
世
界
大
戦
に
向

か
う
時
代
を
切
り
取
っ
た
作
品

で
し
た
。
戦
前
、
戦
中
は
「
暗

黒
の
時
代
」。
す
べ
て
が
戦
争

遂
行
に
向
け
ら
れ
、
自
由
も
な

に
も
な
い
時
代
だ
っ
た
と
言
わ

れ
ま
す
▲
し
か
し
、
こ
の
作
品

で
描
か
れ
る
家
庭
に
は
、
母
や

家
族
が
い
て
、
そ
れ
な
り
の
穏

や
か
な
暮
ら
し
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
一
方
で
、
隠
さ
れ
た

　

時
間
外
労
働
を
減
ら
す
取
り

組
み
、
で
き
る
こ
と
は
す
で
に

や
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
以
上
何

を
す
れ
ば
良
い
の
で
し
ょ
う

か
。大

船
渡
支
部
　
は
な
ち
ゃ
ん

　

　

夏
季
休
暇

　
　

希
望
し
な
い
日
に

　
　
　
　
　
　

つ
い
て
い
た

　
　
　
（
病
院
あ
る
あ
る
ネ
タ
）

宮
古
支
部
　
き
ら
き
ら
♡
る

　

　

　

仕
事
で
疲
れ
て
し
ま
い
、
な

か
な
か
子
ど
も
と
の
時
間
が
取

れ
ず
寂
し
い
思
い
を
さ
せ
て
る

毎
日
で
す
。
夏
季
休
暇
に
は
、

子
ど
も
た
ち
が
喜
ん
で
く
れ
る

よ
う
サ
プ
ラ
イ
ズ
企
画
中
で

す
。
自
分
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す

る
ぞ
！

中
央
支
部
　
こ
け
し

真
実
に
気
づ
き
、「
本
当
」
の

平
和
を
求
め
行
動
す
る
青
年
た

ち
も
い
て
、
小
林
多
喜
二
も
そ

の
１
人
で
し
た
▲
戦
争
の
遂
行

の
た
め
に
は
、
異
端
を
排
除

し
、
取
締
り
、
国
民
を
一
つ
の

方
向
に
向
か
せ
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
ア
メ
リ
カ
で
も
、「
９
・

11
」
同
時
多
発
テ
ロ
の
後
に
、

「
愛
国
者
法
」
な
る
法
律
が
制

定
さ
れ
ま
し
た
。「
母
」
の
時

代
に
も
、
治
安
維
持
法
と
い
う

法
律
が
制
定
さ
れ
、
最
高
刑
が

死
刑
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
裁

判
を
経
て
刑
が
確
定
す
る
は
ず

で
す
が
、「
怪
し
い
」
者
を
監

視
、
拘
束
、
尋
問
す
る
た
め
に
、

現
場
で
「
活
用
」
さ
れ
ま
し
た
。

政
府
に
都
合
の
悪
い
考
え
を
取

り
締
ま
る
点
で
、「
共
謀
罪
」

も
同
じ
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す

▲
普
通
の
幸
せ
な
家
庭
に
、
時

代
が
ど
う
襲
い
か
か
り
、
母
を

泣
か
せ
た
の
か
。
上
映
会
に
ご

参
加
い
た
だ
き
、
現
在
に
引
き

つ
け
て
見
て
い
た
だ
き
た
い
と

願
い
ま
す
。 

（
は
）

６
月
号
パ
ズ
ル

６
月
号
パ
ズ
ル

　

６
月
号
パ
ズ
ル
「
ま
ち
が

い
は
７
つ
」
に
は
29
名
の
応

募
が
あ
り
、
28
名
が
正
解
で

し
た
。
厳
正
な
る
抽
選
の
結

果
、
次
の
10
名
が
当
選
さ
れ

ま
し
た
の
で
図
書
カ
ー
ド
を

贈
り
ま
す
。

▪
６
月
号
当
選
者（
敬
称
略
）

　

あ
め
ち
ゃ
ん（
久
慈
支

部
）、
も
も
ま
ま
、
不
動
明

王
、
ゲ
ン
キ
チ（
以
上
、
中

央
支
部
）、
み
か
ん
娘
。（
江

刺
支
部
）、
う
ー
た
ん（
磐
井

支
部
）、
○
○
○
○（
南
光
支

部
）、
み
ー
ち
ゃ
ん（
大
東
支

部
）、
み
た
マ
マ
、
き
ら
き

ら
♡
る（
以
上
、
宮
古
支
部
）



８月の予定
５日（土）〜７日（月）
	 全国保育団体合同研究集会	in	埼玉（さいたま市）
６日（日）〜９日（水）
	 原水爆禁止2017年世界大会	in	長崎
19日（土）〜20日（日）	
	 第63回日本母親大会	in	岩手
25日（金）	 県医労支部長会議（県民会館）
25日（金）〜27日（日）	
	 アクトインサマー	in	愛知

限度額

50万円

金融機関名
Ａ銀行
Ｂ銀行
Ｃ銀行
ろうきん

年間総利息
72,996円
34,992円
39,996円
30,000円

限度額

30万円

金融機関名
Ａ銀行
Ｂ銀行
Ｃ銀行
ろうきん

年間総利息
43,800円
21,000円
24,000円
18,000円

こ
ん
な
に

　

違
う
金
利
！

日時：2017.9.30㈯
場所：三ツ石山（みついしさん）
集合場所　休暇村網張温泉

日時：2017.9.30㈯
場所：三ツ石山（みついしさん）
集合場所　休暇村網張温泉

日時：2017.9.30㈯
場所：三ツ石山（みついしさん）
集合場所　休暇村網張温泉

  8：00 リフト乗り場集合
  8：50 登山開始（途中、休憩）
11：00 登頂（予定）
 昼食・休憩
12：30 下山開始（途中、休憩）
14：00 駐車場到着（予定）
15：00 網張温泉到着

  8：00 リフト乗り場集合
  8：50 登山開始（途中、休憩）
11：00 登頂（予定）
 昼食・休憩
12：30 下山開始（途中、休憩）
14：00 駐車場到着（予定）
15：00 網張温泉到着

  8：00 リフト乗り場集合
  8：50 登山開始（途中、休憩）
11：00 登頂（予定）
 昼食・休憩
12：30 下山開始（途中、休憩）
14：00 駐車場到着（予定）
15：00 網張温泉到着

※詳細は後日お知らせします。※詳細は後日お知らせします。※詳細は後日お知らせします。

東北百名山1,466m東北百名山1,466m

◆前泊の場合（予定）
9月29日㈮
17：00 休暇村岩手網張温泉
19：00 夕食交流会

◆前泊の場合（予定）
9月29日㈮
17：00 休暇村岩手網張温泉
19：00 夕食交流会

◆前泊の場合（予定）
9月29日㈮
17：00 休暇村岩手網張温泉
19：00 夕食交流会

９月の予定

　

上
下
ど
ち
ら
か
の
絵
に
７
つ

の
間
違
い
箇
所
の
印
を
つ
け
、

ハ
ガ
キ
に
貼
付
し
て
、
応
募
し

て
下
さ
い
。
正
解
者
の
中
か
ら
、

抽
選
で
10
名
の
組
合
員
に
図
書

カ
ー
ド
を
送
り
ま
す
。
送
り
先

は
〒
０
２
０
―
０
０
２
３　

盛

岡
市
内
丸
11
―
１
、県
医
労
「
懸

賞
パ
ズ
ル
」
係
ま
で
。
締
切
は

８
月
末
日
（
必
着
）
で
す
。
ま

た
、
抽
選
に
は
関
係
あ
り
ま
せ
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２日（土）〜３日（日）
	 岩手医労連第70回定期大会（ホテル大観）
６日（水）〜７日（木）
	 2017年度秋看護要求実現全国交流集会（伊東）
９日（土）	 第29回いわて労連定期大会
16日（土）	 県医労支部長会議（水産会館）
24日（日）〜25日（月）	
	 2017年共済推進全国交流集会（1回目	京都）
30日（土）	 県医労登山（三ツ石山）


